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全国町村議⻑会主催による「町村議会広報クリニッ
ク」があり、葉⼭町の当委員会の委員が参加して研
修を受けたことから、時間は限られていましたが、
その研修で学んだことを⽣かすように努めました。
表紙を⼤きくイメージチェンジしたほか、⼀部で

はありますが、町⺠の皆さんに「おや！」と思って
いただける紙⾯づくりも試みました。⼯夫の⼀端を
感じ取っていただければ幸いです。
次号からは、さらに読みやすく充実した

ものにしようと、委員の皆さん
意気込んでいます。

皆さんは葉⼭町議会の「議会だより」がどのよう
にして編集、作成されているかご存知でしょうか？
議会だよりは議会広報常任委員会所属の議員が作
成しています。
その⼀員として「議会だより137号」の編集に初
めて参加して驚いたのは、議会事務局の⼿助けを⼀
部受けながらではありますが、原稿作成から全体の
構成・各ページのレイアウト、写真等の選定、校正
など、編集・作成作業の 8〜9 割？を議員がやって
いることでした。
137号の作成にあたっては、たまたま7⽉9⽇に

議員主体の編集・作成 ―議会だより―

調査段階とはいえ、すでに具体化の⽅向に踏み出
しているわけですが、今回提案された建設⽤地は⼟
砂災害警戒区域に位置しているうえ、両側を急傾斜
地に囲まれているなど、⽴地・形状の点で極めて不
安の多い場所です。加えて、⼟砂災害警戒区域の指
定解除にしても、⽤地の取得や周辺整備にしても、
神奈川県や地権者との間で、調整が必要な未確定事
項が残っています。

今回の議会では、私⾃⾝準備不⾜で議論の流れを
変えることができませんでした。この反省のもと、
地質調査等を⾒守ると同時に、これまでの議論や資
料を精査し、町の財源計画や災害発⽣時の安全対策
を追求するなど、元気で住みよい持続可能な葉⼭町
を⽬指して取り組んでいきます。

6⽉の町議会第2回定例会で、給⾷センター調査費
の補正予算が、8対5の賛成多数で可決され、⻑柄⼩
学校脇奥の⺠有地での整備に向けた地質調査や道路
拡幅⽤地の取得等が進められることになりました。

この給⾷センターは、4年前に、町⽴6⼩中学校分
の給⾷を⼀括して調理する施設を、上⼭⼝⼩学校の
旧校舎で整備する⽅針を町が発表して以来、⽅針の
変更が繰り返されてきた問題です。

この問題は、葉⼭町にとって財源的に負担があま
りにも過⼤で、今後⼈⼝減少と税収減が確実に予測
されるなか、私⾃⾝慎重に進める必要があると選挙
戦を通じて訴えてきた問題で、今回の採決にあたっ
ては反対しました。

まだ議論すべき課題が残る給⾷センター問題
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中村かずお プロフィール
葉⼭町議会議員 1942年⽣まれ 横浜国⼤経卒
元 横浜市理事・横浜市福祉サービス協会専務理事 元 葉⼭町町内会連合会⻑・葉桜⾃治会⻑
現 社会福祉法⼈であいの会理事⻑・葉桜⾃治会会計担当

7⽉ 3⽇(⽔) 議会広報常任委員会／町議会委員会室
7⽉ 4⽇(⽊) 議会広報常任委員会／町議会委員会室

議員懇談会／町議会委員会室
7⽉ 5⽇(⾦) 教育⺠⽣常任委員会／町議会委員会室
7⽉ 9⽇(⽕) 町村議会広報クリニック／全国町村議員会館
7⽉11⽇(⽊) 議会広報常任委員会／町議会委員会室
7⽉12⽇(⾦) 議会広報常任委員会／町議会委員会室
7⽉13⽇(⼟) 葉⼭ヨットフェス2019／葉⼭港
7⽉17⽇(⽔) 議会広報常任委員会／町議会委員会室
7⽉19⽇(⾦) 議会運営委員会／町議会委員会室
7⽉25⽇(⽊) とも⽣き茶ろん（認知症と共⽣する社会の実現を⽬指す会）／中村事務所
7⽉26⽇(⾦) 草津町親善⽔泳教室レセプション／福祉⽂化会館⼤会議室

おもな活動⽇誌
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られたい⼈々の⼼につけ込み、かつ逃れようの
ない精緻な仕組みを作り上げることにより、ボ
ランティアという形で⼈々を操るのだ」と書い
ています。
今の⽇本はもちろんファシズムの国ではなく、

れっきとした⺠主主義の国ですが、⺠主主義は
魔法の制度ではありません。より多数の意思が
尊重されるというだけで、正義や平和の実現を
保証してくれるわけではありません。
あの忌まわしい戦争が終わってから4分の3世

紀が経過しようとする今、世界中で気がかりな
動きが起きています。私たちは歴史のどういう
局⾯に⽴っているのでしょうか？
⼈類の知性と良⼼を信じたいものです。
そして⽇本⼈の……。

今からちょうど100年前の1919年、ドイツで
当時最も⺠主的と⾔われたワイマール憲法が制
定され、ワイマール共和国が誕⽣しました。そ
してその後、あのナチス政権が誕⽣しました。
今回の参議院選における選挙戦と国⺠の反応

についてのマスコミ報道に接しながら、そして
選挙結果を⾒ながら、私は、このことを思い出
しました。
そして、折しもその数⽇後、朝⽇新聞の書評

欄で「ボランティアとファシズム（池⽥浩⼠著）」
の本⽥由紀・東⼤教授の書評を⽬にしました。
この中で、本⽥教授は「対極的にも⾒えるこの
⼆つの⾔葉。しかし本書は、両者が対極的どこ
ろかぴったり重なり合う歴史をたどってきたこ
とを、20世紀前半の⽇本とドイツを対象として
描いている。⼈々が⾃発的に権⼒の思うままに
動いてくれるという事態は、権⼒者にとってこ
の上なく都合の良い状態である。それゆえファ
シズムは、特定の⾏動に糖⾐を着せ、ほめ称え

“⽇本は⺠主主義の国だから安⼼！”と⾔えますか？
―参議院選を振り返って―

ひょうたん
コラム


